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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

飯田市管内の搬出事業の殆どを実施している飯伊森林組合は、搬出材積においては県内有数の取扱量であるが、作業員１名当

たりの搬出材積は約３m3/日以下と県平均を下回っている。このため高性能林業機械及び製材機械の更新及び改修を促進し作

業員１名当たりの搬出材積を5m3/日まで増加させるため林業機械の導入を更新を推進している。

改革改善

の考え方

①問題

点

急峻な地形と、弱い地質のため開設される作業路網幅員が制限され、導入する林業機械の規格が小さくなってしまう。

②改革

提案

作業路開設に必要な事業費を削減することが効率的な搬出事業に必須条件であり、作業路開設適地の選定を森林組合と

共同で実施し、計画的に林業機械の更新を図る必要がある。

総事業費①+② 0 3,572 3,643

人件費計（千円）② 0 72

0

正規職員所要時間 20

臨時職員所要時間

一般財源 3,572 3,571

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 0 3,572 3,571 0

25年度予算額 特定財源内訳、補足事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

　事業主体：飯伊森林組合（事業主体直接申請分）

　導入機種：スイングヤーダ(ﾌﾟﾛｾｯｻｰ付)　　１台

                 事業費　　：22,122千円（補助金　国1/2以内）

　　　　　　　：フォワーダー   １台　事業費：14,826千円

                                              （補助金　国1/2以内）

              ：スイングヤーダ １台　事業費：18,375千円

                                              （補助金　国1/2以内）

              ：選木機改修事業　一式

　　　　　　　　事業費6,250千円　補助対象事業費5,952千円

　　　　　　　　補助金額3,571.2千円（市　60％）

高性能林業機械導入台数

選木機改修

3台

一式

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

森林整備事業者が木材（間伐材）搬出や林内作業を効率的に行うため、新たに高性能林業機械を導入することの支援を行い、間伐材の搬

出に伴うコスト軽減と生産性の向上を図る。

また搬出された木材を地域で製材し地域で消費するため、共同製材所に対し積極的に関与し、製材コストを削減することで安定的な製品

供給体制を維持する。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

搬出間伐による集材の間伐材生産性（m3/人） 2.5 2.5 3 5

 1,500

(7,844.7)

2,000

(7,000)

5,000

(8,000)

(     )内飯田市管内搬出

材積総数

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

高性能林業機械による搬出間伐材生産量（m3/年） 1000

28年度見込み

間伐が必要な区域の森林面積(ha) 10843.53

意図（どういう状態

にするか）

木材の搬出のコスト縮減や搬出間伐等の森林整備を促

進させると同時に間伐材の利活用を推進する。

向上させたい上位施

策の成果指標

林業生産額(億円)

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 民有林

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 12 未来を見据えた地域産業の魅力、強み、人材の強化

基本計画上

の位置づけ

政策 1 多様な産業が発展できる経済力の強いまちづくり

課等名 林務課 係等名 森林保全係

事業種別 政策 開始 17 終了 25

事務事業名

会計 一般会計

間伐等森林整備促進対策事業

12 事業№ 24 2平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 1 施策№


